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合格のための学習計画の手引き

本書「年度別 問題解説集 1 級舗装施工管理一般試験」は、過去問題を中心とし

て、合格への流れを解説したものである。本書の特長は、あなたの弱点を克服す

るための実力判定模試を提供していること、令和 5 年度〜平成 26 年度に出題さ

れた一般試験の各問題について、基本的な解説を提供していること、舗装工学に

関する重要項目が分野別にまとめられていることにある。

ガイダンス 受験ガイダンス＆学び方講習	 無料 動画講習

第 1編 一般試験の問題と解答・解説

第 2編
1級舗装施工管理技術者一般試験
実力判定模試

第 3編 舗装工学の重要項目集と演習問題

1本書「年度別 問題解説集 1級舗装施工管理一般試験」の構成

1級舗装施工管理技術者　一般試験

無料 動画講習

無料 動画講習
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1級舗装
施工管理技術者
一般試験

受験ガイダンス
&

学び方講習
無料 動画講習

講習
→

スマホ版無料動画コーナー QRコード
URL https://get-supertext.com/
（注意）スマートフォンでの長時間聴講は、Wi-Fi 環境が整ったエリアで行いましょう。

https://get-ken.jp/

➡➡GET研究所
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受講手順

https://get-ken.jp/スマホから

無料 動画講習

→

スマホ版無料動画コーナー QRコード
URL https://get-supertext.com/
（注意）スマートフォンでの長時間聴講は、Wi-Fi 環境が整ったエリアで行いましょう。

タップ

タップ

①スマートフォンのカメラでこの
QRコードを撮影してください。

②画面右上の｢動画を選択｣を
タップしてください。

③受講したい受験種別をタップ
してください。

画面中央の再生ボタン
をクリックすると動画が
再生されます。

※動画の視聴について疑問がある場合
は、弊社ホームページの｢よくある質問｣
を参照し、解決できない場合は｢お問い
合わせ｣をご利用ください。

④受験種別に関する動画が抽出されます。

受験ガイダンス＆学び方講習 - １
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講習https://get-ken.jp/パソコンから

クリック

画面中央の再生ボタン
をクリックすると動画が
再生されます。

⑤受験種別に関する動画が抽出されます。

④受講したい受験種別をクリックしてください。

※動画下のYouTube ボタンを
クリックすると、大きな画面
で視聴できます。

① ②

クリック

クリック

クリック

③画面右上の｢動画を選択｣をクリックしてください。

受験ガイダンス＆学び方講習 - 2
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1  試験時間割
毎年 6月の第 4日曜日に試験が実施される予定です。（受験票でご確認ください。）
※令和 2 年度（新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言）のように、重大な事態が発生した場合
には、試験日の変更や、試験の実施見送りなどが生じる場合があります。

2 受験申し込みから合格・登録までの流れと予定

日本道路建設業協会ホームページの申し込
み用紙を印刷・記入し、提出する。

日本道路建設業協会から受験票が送付さ
れる。

受験地（全国10都市）で試験を受ける。

日本道路建設業協会から合格通知書が送
付される。
（ホームページで合否の確認が可能）

合格者は申請手続きを行う。

日本道路建設業協会から資格者証が送付
される。

受験申し込み

受験票送付

試験の実施

合格発表

登録申請

資格者証取得

2月初旬～ 2月下旬	 ➔

6月第 4日曜日 ➔

➔

➔

➔

10月下旬

➔

▼

▼

▼

▼

▼

一般社団法人日本道路建設業協会
舗装施工管理技術者資格試験委員会 事務局
〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-5-1 東京建設会館3階
TEL 03-6280-5038・FAX 03-6280-5040
http://www.dohkenkyo.or.jp

試験に関する
問い合わせ先

1級舗装施工管理技術者資格試験 出題数 解答数 備考

一般試験 午前 1級 3時間 60 60 全問必須

応用試験 午後 1級 3時間 5 3 問 1必須、
問 2～問 5から 2問選択

計 1級 6時間 65 63

受験ガイダンス＆学び方講習 - 3

＊日程は変更されることがありますので、必ずご自身でご確認ください。
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3  合格基準と合否の通知

1 級舗装施工管理技術者資格試験 1級 一般試験

1 土木工学 8問

2 舗装工学 30 問

3 施工管理 14 問

4 舗装法規 8問

合計 60 問

1級舗装施工管理技術者資格試験　応用試験 解答

問 1 経験記述 必須

問 2 舗装計画・設計

問 2～問 5から

2問選択

問 3 舗装材料・配合

問 4 舗装施工

問 5 舗装補修

一般試験（全問必須）

応用試験（必須／選択）

試験結果の通知

60問中 36 問以上の正解で一般試験合格となります。（推定）

一般試験の合格者で、経験記述が合格基準に達し、問 2～問 5（2問選択）が 60 点満
点中 36 点以上で応用試験合格となり、舗装試験の合格者となります。（推定）

⑴ 一般試験合格・応用試験合格 → 合格
（舗装施工管理技術者として登録）

⑵ 一般試験合格・応用試験不合格	 → 一般合格
（来年度は応用試験のみ受験）

⑶ 一 般 試 験 不 合 格→ 不合格

受験ガイダンス＆学び方講習 -4
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4 舗装施工管理技術者資格試験の出題範囲

受験ガイダンス＆学び方講習 - 5



8 9

一般試験の分析表（最新5年間）

分野 No. 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和元年度 平成30年度

一
般
試
験

土
木
工
学

1 盛土安定処理 のり面保護工 軟弱地盤対策 切土法面の排水工 法面保護工

2 Con 劣化 片持ばり擁壁 Con 擁壁 暑中コンクリート コンクリート打設

3 ボラード (柵） ボラード 寒中Conの施工 歩行者自転車用柵 歩行者自転車用柵

4 建設機械 のり面緑化工 標識令標示板 建設機械 建設機械

5 道路緑化 公共工事約款 土工用機械 公共工事約款 道路緑化

6 公共工事約款 土木共通仕様書 道路緑化 土木共通仕様書 公共工事約款

7 土木共通仕様書 路線測量 公共工事約款 路線測量 土木共通仕様書

8 地質・土質試験 土質調査 土木共通仕様書 せん断強さの試験 道路縦断測量

舗
装

9 CBR試験 路床支持力調査 土質調査 路床の凍上 路床の支持力

10 構築路床の設計 舗装の計画 路床の支持力 基盤条件の設定 路床の設計

11 As 舗装の設計 Con 版構造設計 CBR試験 As舗装の信頼性 舗装の計画

12 Con 舗装の設計 各種舗装の設計 舗装の構造設計 TA法による設計 Con 舗装設計

13 橋面舗装の設計 各種舗装 As 理論設計 Asの理論的設計 各種舗装

14 骨材・フィラー 瀝青材料 Con 舗装の設計 各種の舗装 As 混合物材料

15 セメント セメント As混合物骨材 骨材とフィラー 瀝青材料

16 路盤材料 路盤材料 舗装瀝青材料 瀝青材料 路盤用材料

17 路盤材料 路盤材料 路盤材料 安定処理 再生加熱As混合物

18 As 配合設計 As 混合物 As 混合物対策 耐流動対策 加熱As混合物

19 再生 As 設計 ポーラス混合物 As混合物配合 剥離防止対策 Con舗装材料

20 Con 素材 Con 配合設計 Con 材料 Conの配合 As混合物添加材料

21 各種舗装 再生骨材 Con の配合 各種の舗装の材料 再生路盤材料

22 材料試験 舗装材料試験 環境対策舗装 再生舗装用材料 As 舗装試験

23 路床の施工 路床の施工 As混合物試験 As混合物の試験 路床の安定処理

24 上層路盤の施工 路床・路盤施工 路盤の施工 路盤の施工 路盤の施工

25 As 混合物製造 As混合物製造 As混合物製造 Ａs混合物の製造 加熱 As混合物運搬

26 Conの製造 Con 製造・運搬 Conの製造・運搬 ポーラスAs製造 コンクリート製造

27 タックコート As混合物締固め As寒冷期施工 混合物の締固め As 舗装施工

28 As混合物締固め ポーラス施工 As 舗装継目 タックコート 加熱 As混合物舗設

29 連続 RC版施工 As 寒冷期施工 ICT 施工要領 ポーラスAs舗設 As 舗装の継目

30 環境技術 連続RCの施工 Con 版の施工 普通Con版施工 連続鉄筋Con舗装

5 1級舗装施工管理技術者試験の分析表

受験ガイダンス＆学び方講習 -6

As:アスファルト		Con:コンクリート
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分野 No. 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 平成 30年度

一
般
試
験

舗
装
工
学

31 グースAs 施工 各種の舗装の施工 各種舗装の施工 各種の舗装の施工 橋面舗装施工

32 ICT 建設機械 舗装用機械 橋面舗装の施工 グースAsの施工 各種舗装

33 As 舗装調査 ICT 機械施工 路盤施工機械 Conの施工機械 維持修繕用機械

34 舗装の損傷 As 舗装破損 舗装の施工機械 Asの施工機械 舗装点検要領

35 維持・修繕施工 維持修繕の設計 舗装点検要領 舗装の調査・評価 維持修繕設計

36 維持・修繕設計 維持修繕の設計 舗装の損傷 舗装の維持修繕 As 舗装維持修繕

37 維持・修繕工法 As 舗装補修 維持修繕の設計 ポーラスAs維持 Con 舗装維持修繕

38 施工計画 Con 舗装補修 As 維持修繕 Conの維持修繕 施工計画

施
工
管
理

39 他産業再生資源 施工計画立案 Con 維持修繕 施工計画 再生路盤材料

40 再生 As 添加剤 施工計画 仮設備 仮設備計画 工程管理曲線

41 ネットワーク 工程表の作成 工程管理 工程管理 工程管理実施

42 工程表 原価管理 工程表 原価管理 完成工事原価

43 原価管理 安全対策 原価管理 工事の安全対策 道路の安全対策

44 安全対策 安全対策 安全対策 車両系建設機械 道路の安全対策

45 安全対策 安全管理 安全対策 事業者の義務 舗装の安全管理

46 安全対策 グースAs 施工 安全対策 品質管理項目 基準試験

品
質
管
理

47 品質管理 Con 舗装の施工 品質管理 締固め度の管理 基準試験

48 As 混合物品質 舗装出来形管理 品質管理 品質の管理手段 出来形管理

49 舗装出来形検査 基準試験 品質出来形検査 基準試験 検査方法

50 出来形品質検査 出来形判定基準 舗装の調査試験 各工種の検査項目 出来形検査

51 As 混合物試験 性能指標の確認 舗装の試験 品質の検査方法 舗装品質管理

52 舗装の現場試験 As 舗装試験 労働基準法 舗装の試験 性能指標

舗
装
法
規

53 労働基準法 現場の安全体制 現場の安全体制 就業規則 使用者の義務

54 建設業法 建設業法 建設業法 車両系建設機械 特定元方事業者

55 道路法 道路構造令 道路交通法 主任技術者 元請負人の義務

56 環境基本法 環境基本法 環境基本法 道路占用許可 歩道・自転車道

57 騒音規制法 大気汚染防止法 騒音規制法 道路使用許可 通行の許可

58 振動規制法 騒音規制法 振動規制法 大気汚染の用語 特定建設作業

59 資源有効利用法 資源有効利用法 資源有効利用法 特定建設作業 特定建設作業

60 廃棄物処理法 廃棄物処理法 廃棄物処理法 廃棄物の処理 再生資源利用計画

※令和 2 年度 1級舗装施工管理技術者資格試験は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言のため、実施されていません。

As:アスファルト		Con:コンクリート

受験ガイダンス＆学び方講習 - 7
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第1編

一般試験の問題と解答・解説

令和５年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

令和４年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

令和３年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

令和元年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

平成 30年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

平成 29年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

平成 28年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

平成 27年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

平成 26年度　1級舗装施工管理技術者資格試験　一般試験　問題・詳細解説

※令和 2 年度 1 級舗装施工管理技術者資格試験は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言のため、実施されていません。
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令和5年度　一般試験問題

令和５年度　舗装施工管理技術者資格試験

1 級  一 般 試 験

第
１
編
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令和５年度　一般試験問題
第
１
編
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令和5年度　一般試験問題
第
１
編
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令和5年度　一般試験問題 解答・解説

⑴ コーン指数は、建設機械のトラフィカビリティの改善のための路体の配合設計の指標である。
⑵ 構造物裏込めの圧縮沈下の低減のための基準は、セメント・石灰安定処理による安定処理混合物の
一軸圧縮試験の供試体の一軸圧縮強さを用いる。

⑶ 路体の安定性を確保するための配合設計の指標は、せん断強さである。よって曲げ強さでないので

⑶は不適当。

⑷ 路床の強度不足を改善するための配合設計の指標は、CBRである。

安定処理を行う場合の配合設計の考え方の例

必要性 , 目的 配合設計の指標 設計強度 施工管理の指標

路体

トラフィカビリティの
改善 コーン指数 qc>400kN/m² 締固め度

安定性の確保 せん断強さ 盛土の安定性に必要と
なる強度

締固め度
一軸圧縮強さ

路床 材料規定を満足しない
場合、強度不足 CBR 路床、舗装厚設計時の

CBR
締固め度
一軸圧縮強さ

構造物裏込め 材料規定を満足しない
場合、圧縮沈下の低減 一軸圧縮強さ 許容沈下量から得られ

る一軸圧縮強さ
締固め度
一軸圧縮強さ
（盛土工指針より）

⑴ 中性化は、二酸化炭素に接する水掛り部のコンクリート細孔内の溶液の pHが低下（酸性化）する事

が要因である。よって⑴は適当。

⑵ 凍害は、コンクリート中の水分の凍結融解により生じる。
⑶ アルカリシリカ反応は、反応性骨材の膨張によりコンクリートが劣化する。
⑷ 塩害は、塩化物イオンとの接触によって鉄筋に錆が生じ、構造物が劣化する。

⑴ ボラードは、道路法上「道路上の柵又は駒止め」と規定されている。
⑵ 積雪寒冷地においてボラードを設置する場合、昇降式や取り外し式の検討をする。
⑶ 道路および交通状況が同一である区間では、連続して同一のものを設置する。
⑷ 交差点開口部から進入した車両による歩行者等の人的被害の発生を防止する目的で設けられ、耐衝

撃性を有するものは、N型でなくH型のボラードである。よって⑷は不適当。

問1解答 セメント・石灰による安定処理の指標 正解⑶ 舗装試験法便覧

問３解答 ボラードの構造・機能 正解⑷ ボラードの設置便覧

問2解答 コンクリート構造物の劣化機構と劣化要因 正解⑴ コンクリート示方書（維持管理編）

第
１
編



3534

令和5年度　一般試験問題 解答・解説

⑴ ダウンヒルカット工法は、ブルドーザやスクレーパなどで、斜面の下り勾配を利用して、地山を掘
削運搬する工法で、効率的に作業できる。

⑵ リッパは、ブルドーザの後部に岩盤掘削用の爪を取り付けた建設機械で、爪の数は地山の岩の硬い
ものほど少ない本数を用い、一般に弾性波速度を測定して本数を定める。

⑶ スクレーパでの施工は、運搬路の状況の凹凸が施工能率に大きく影響する。
⑷ トラクタショベルは、ショベル系掘削機に比べると、足回りが軽快で、機動性に優れているが、掘

削力は小さい特徴がある。よって⑷は不適当。

⑴ 移植における根回しは、掘取る予定の半年から１年前にあらかじめ根を切断することで、細根の発
生を促し、移植後の活着および育成を図る措置である。

⑵ 常緑樹は、梅雨期および秋口の降雨量の多い時期に植栽すると活着率が高くなる。よって⑵は不適

当。

⑶ 落葉樹の植栽の時期として、新梢が盛んに伸びる時期は行わないようにする。
⑷ 地被植物および草花の植栽後は、マルチング（砕石などを敷き詰めて雑草を抑制する）等により育
成促進や雑草防止を図ることが望ましい。

⑴ 受注者は、天候不良など受注者の責めに帰すことができない要因で、工期までに完成が出来ないと
きは、理由を明示して、工期の変更を請求できる。

⑵ 発注者は、工事目的物の引渡し前にあっては、その施設を利用することはできない。しかし受注者

が同意したときは（受注者の判断により）、発注者は善良な管理者の注意をもって使用できる。よっ

て⑵は誤り。

⑶ 発注者は、受注者から工事完成通知を受けたときは、通知を受けた日から 14 日以内に、受注者の
立会いの上、工事の確認検査を完了し、当該検査結果を受注者に通知する。

⑷ 工事の施工で、発注者の責めに帰すべき事由で生じたもの以外で第三者に損害を及ぼしたときは、
受注者がその損害を賠償しなければならない。

問4解答 建設機械と工法 正解⑷ 盛土工指針

問５解答 道路緑化 正解⑵ 道路緑化技術基準

問６解答 公共工事標準請負契約約款 正解⑵ 公共工事標準請負契約約款

第
１
編
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1級舗装施工管理技術者一般試験
実力判定模試

実施要項

▶180 問すべてを解答してください。

▶試験時間は 100 分間です。

▶解答は正誤（○×）で行ってください。

▶解答終了後、分野ごとに自己採点してください。
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1級舗装
施工管理技術者
一般試験

実力判定模試の
解説講習

講習

無料 動画講習

⬅スマホ版無料動画コーナー QRコード
URL https://get-supertext.com/
（注意）スマートフォンでの長時間聴講は、Wi-Fi 環境が整ったエリアで行いましょう。

➡➡GET研究所

https://get-ken.jp/
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No. ○× 実力判定模試

土木工学（全 24問必須）

1 盛土工に設ける水平排水層は、表面水ではなく、盛土内の滞水を排水する。

2 建設発生土は、第 1種・第 2種・第 3種の 3種類に分類されている。

3 砂杭をサンドコンパクションパイル工法で打ち込むと、液状化対策になる。

4
擁壁の裏込め材として、自立性がない発泡ビーズ軽量土（単位体積重量 7kN/m3）を使
用した。

5 補強土壁工は、平坦な盛土だけではなく、片切土・片盛土・腹付け盛土にも用いられる。

6 密粒度アスファルト舗装表面の流出係数は、排水性舗装面よりも大きいと評価する。

7 もたれ式擁壁は、基礎地盤のみによって支持される擁壁である。

8 コンクリート型枠用合板は、JAS 規格に定められたものを用いた。

9 裏込め材は、粘性土ではなく、透水性のある砂質土とすることが望ましい。

10 岩塊などの細粒化しにくい材料の締固めを、大型の振動ローラで行った。

11 原則として、車両用防護柵は剛性防護柵とし、歩道用防護柵はたわみ性防護柵とする。

12
ケーブル型防護柵は、展望性に優れているが、強度が低いため、道路の中央分離帯に
用いてはならない。

13 大きい枝を幹の付け根から切除することを、切詰め剪定法という。

14 ブルドーザによる押土運搬は、下り勾配で作業すると効率が良い。

15
スクレーパは腹部にボウルを持つ土工機械である。モーターグレーダは腹部にブレー
ドを持つ土工機械である。

16
設計図書と工事現場の状態が一致しない場合、施工者の判断により、工事現場の状態に
あわせて設計図書を修正する。

17
掘削中に未知の埋設物を発見したときは、埋設物の管理者の立会を求め、安全を確認
する。

18 酸性の植生土壌を中性化するため、石灰などのカルシウム材を使用した。

19
設計図書には、契約書・設計図・仕様書・現場説明書は含まれるが、施工計画書は含
まれない。

20
水準測量では、標尺の零点目盛誤差を消去するため、レベルの据付け回数を偶数回と
する。

21 標準仕様書（共通仕様書）は、特記仕様書よりも優先させる。

22 道路の中心線測量では、地形図上の交点である IP の位置を座標として定める。

23
圧密試験では、粘性土の圧密沈下量や沈下時間だけではなく、地盤の透水係数を測定
することもできる。

24
土の一軸圧縮試験では、粘性土の一軸圧縮強さを求めることはできるが、砂質土の一
軸圧縮強さを求めることはできない。

実力判定模試の解説講習 -１
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No. 正解 1級舗装施工管理技術者一般試験　実力判定模試　ポイント解説

土木工学
2 × 建設発生土は、第 1種・第 2種・第 3種・第 4種の 4種類に分類されている。

6 × 密粒度混合物面の流出係数（降水が地面に浸透せずに流れる割合、排水区域の降水量
に対する排水量を求めるために使用される）は、排水性舗装面と同じである。

7 ×
もたれ式擁壁は、基礎および背面の地山によって支持されるので、背面の地山が硬
い場所に適している。

11 × 車両用防護柵と歩道用防護柵は、原則として、たわみ性防護柵とする。

13 ×
大きい枝を幹の付け根から切除することを、枝降ろしという。新しい枝を切除する
ことを、切詰め剪定法という。

16 ×
設計図書と工事現場の状態が一致しない場合、その旨を直ちに監督員に通知し、そ
の確認を請求しなければならない。

21 × 特記仕様書は、標準仕様書（共通仕様書）よりも優先させる。

22 ×
中心線測量とは、主要点および中心点を現地に設置する作業をいう。線形決定とは、
地形図上の交点である IP の位置を座標として定める作業をいう。

舗装工学
26 × 路床のCBR試験の供試体は、切土表面から 50㎝以上となる深さから採取する。

30 ×
切土路床の路床面下 1ｍ位の間で土質が変化している場合、各層の土を採取し、そ
れぞれについてCBR値を求める必要がある。

33 ×
疲労破壊輪数とは、49kNの輪荷重を繰り返し走行させた場合に、疲労破壊による舗装
下面のひび割れが、舗装表面まで到達するのに要する回数のことである。

34 ×
普通セメントコンクリート版の厚さは、舗装計画交通量とコンクリートの設計曲げ
強度に応じて設定することができる。

37 ×
フォームドアスファルト舗装（瀝青安定処理路盤材料などのアスファルト量が少ない
混合物に、水蒸気などを混合して混練性を良くした混合物）は、グースアスファルト
混合物とは異なり、流し込み工法による施工はできない。

41 ×
ポーラスアスファルト混合物中の回収ダストの割合は、全フィラーの 50％以下でな
ければならない。ただし、30％以上とするときは、回収ダストの剥離試験を行う必
要がある。

48 ×
舗装用石油アスファルトに多量の空気を混合したブローンアスファルトは、舗装の
目地材として用いる。舗装用石油アスファルトに少量の空気を混合したセミブロー
ンアスファルトは、舗装の安定処理材として用いる。

52 × ポーラスアスファルト混合物の供試体の突固め回数は、片面につき50 回とする。

55 × 交通開放を早期に行うときは、コンクリートの養生期間を短くする必要があるので、
早強ポルトランドセメントを使用する。

63 ×
再生加熱アスファルト混合物の針入度は、一般地域では 50、積雪寒冷地域では 70 を
目標とする。再生加熱アスファルト混合物の圧裂係数は、一般地域では 0.6～0.9、積
雪寒冷地域では 0.4～0.6 とする。

65 × アスファルト混合物の曲げ試験では、－ 10℃の状態で、混合物層のたわみを測定する。

66 ×
再生加熱アスファルト混合物として利用できる再生骨材は、針入度が 20 以上のもの
か、圧裂係数が 1.70MPa/㎜以下のものである。

実力判定模試の解説講習 -11
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舗装工学の重要項目集と演習問題（舗装工学基礎講座）

①舗装計画と設計

②舗装材料

③舗装の配合設計

④混合物の製造と運搬

⑤アスファルト・コンクリート舗装の施工

⑥品質管理・品質検査

⑦道路補修
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1級舗装
施工管理技術者
一般試験

舗装工学の
要点解説講習

講習

無料 動画講習

→

スマホ版無料動画コーナー QRコード
URL https://get-supertext.com/
（注意）スマートフォンでの長時間聴講は、Wi-Fi 環境が整ったエリアで行いましょう。

➡➡GET研究所

https://get-ken.jp/
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1-1	 道路区分と道路要素

1-2	 道路構造用語

1-3	 舗装設計技術基準（必須 3性能指標）

1-4	 必要に応じて定める性能指標

1-5	 舗装断面の構成

1-6	 舗装断面の設計

1-7	 舗装構造の設計法

1-8	 路床支持力とＣＢＲ計算式

1-9	 路床評価と構築路床

1-10	 アスファルト舗装の設計条件

1-11	 アスファルト舗装の断面設計

1-12	 信頼性設計と舗装断面設計の留意点

1-13	 アスファルト舗装の理論的設計法

1-14	 コンクリート舗装の路盤の設計

1-15	 コンクリート版厚の設計

①舗装計画と設計
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舗装工学 1-1 道路区分と道路要素

道路構造令に示す道路の区分と道路の横断面を構成する要素を理解する。

1  道路の区分

⑴普通道路の区分

普通道路の区分は、図表 1-1 のように第 1種から第４種までに区分する。

 地　方　部 都　市　部

高速自動車国道および自動車専用道路 第 1種 第 2種
そ　　の　　他　　の　　道　　路 第 3種 第４種

道路の存する地域
高速自動車国道および

自動車専用道路またはその他の道路の別

道路の種類

計画交通量
（単位１日
　につき台）道路の

　 存する
　　  地域の地形

高速自動車国道

高速自動車国道
以 外 の 道 路

平　地　部
山　地　部
平　地　部
山　地　部

30000
　　以上

20000
　　以上
30000
　　未満

10000
　　以上
20000
　　未満

10000
　　未満

第１級
第２級

第２級
第３級

第３級
第４級

第２級
第３級

第３級
第４級

（道路構造令第３条）

（道路構造令第 3条）図表 1-1　道路の区分

第１種道路は、計画交通量〔台／日〕、地形、道路の種類に応じて、図表 1-2
のように 1級から４級に区分する。

図表 1-2　第 1種道路の級

⑶第 2種道路

計画交通量〔台／日〕、道路の存する地区、道路の種類に応じて 1級、2級とする。

⑷第 3種道路

計画交通量〔台／日〕、地形、道路の種類に応じて 1級〜５級とする。

⑸第４種道路

計画交通量〔台／日〕、道路の種類に応じて 1級〜４級とする。

⑵第 1種道路
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2  道路横断面の構成要素

⑴道路横断面の構成
道路横断面の構成要素は、次の部分で構成する。

①車道　②中央帯　③路肩　④停車帯　⑤自転車道　⑥自転車歩行者道

⑦歩道　⑧植樹帯　⑨副道　⑩軌道敷

⑵中央帯

　中央帯は車線の往復方向別の分離、車両の通行の側方余裕を確保し、右折車線
の設置などの交通機能のほか、火災延焼防止、緑化などの空間機能を有する。

⑶路　肩

　路肩は、車両の通行に必要な側方余裕の確保、故障車の待機などの交通機能を
確保するものである。

⑷植樹帯

　植樹帯は、異種交通の分離による交通の安全性、快適性の向上などの空間機能で、
延焼防止、景観形成などから第４種1級、2級の道路に幅1.5ｍを標準として設ける。

⑸副　道

　副道は４車線以上である第3種、第４種の道路に、幅４ｍ以上を標準として設置し、
自動車のアクセスを向上させる空間機能である。

⑹歩　道

　歩道は、第４種1級〜3級、第3種1級〜４級の道路両側に、歩行者の交通量
が多い道路には3.5ｍ以上、その他では2ｍ以上の幅員で設ける。

⑺自転車歩行者道

　自転車歩行者道は、自動車交通の多い第3種または第４種の道路の各側に設け
る。その幅員は、歩行者の多い道路にあっては４ｍ以上、その他の道路にあっては
3ｍ以上とする。

⑻自転車道

　自転車道は、自動車および自転車の交通量の多い第3種または第４種の道路には、
道路の各側に2ｍ以上の幅員を設ける。特別な理由のあるときは、1.5ｍまで縮小
できる。　



406 407

第
3
編

⑼側　帯

　側帯は路肩の一部で運転者の視線を誘導し、また側方余裕を確保する機能を分
担させるため、車道に接続して設けられる帯状の中央帯または路肩の部分をいう。
図表1-3に側帯を示す。側帯は、車道と一体として施工し、車道と側帯の間に継目
を設けない。

⑽環境施設帯

　環境施設帯は幹線道路の沿道の生活環境を保全するための道路部分で、植樹帯、
路肩、歩道、副道などで構成する。環境施設帯の幅員は、各側の車線から10ｍの
土地を道路用地とする。

図表 1-3　道路横断面図

確認テスト 道路区分と道路要素

次の文章の空欄に、適切な用語または数値を記入せよ。
⑴道路構造令によれば、道路に第 1種から第 ①    種までに区分する。

⑵道路の級数の値は、一般に計画交通量（台／日）の多いほど ②    くなる。

⑶中央帯は、往復方向別の分離、車両側方余裕幅などの他に、緑化などの ③   
機能を有する。

⑷植樹帯は、交通の安全性、快適性の向上などの ③    機能があり、第４種、
④    級、 ⑤    級の道路に幅 ⑥    ｍを標準として設ける。

⑸側帯は、車道と一体として施工し、車道と側帯の間に ⑦    を設けない。

解答 ①4　②小さ　③空間　④1　⑤2　⑥1.5　⑦継目
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舗装工学 1-2 道路構造用語
道路構造の形状制限、道路設計速度などの道路断面の持つべき性能や定義を理解

する。

1  道路構造用語

⑴計画交通量

　計画交通量は、計画設計を行う路線の将来通行すると予測される自動車の日交
通量で、年平均日交通量で表す。なお、重交通の1日一方向の交通量を表す、設計
交通量である舗装計画交通量とは異なった値である。

⑵設計輪荷重

　普通道路では49ｋＮの輪荷重を小型道路では17ｋＮの輪荷重を舗装の設計荷重
とする。

⑶設計速度

設計速度は、道路設計の際に基礎（線形、勾配の限界など）となるもので自動車の
速度〔㎞／h〕をいう。道路の種別、級別によりその値の上限が定められている。例
えば、第 1種 1級で 120㎞／hまたは 100㎞／h、第４種４級で 40㎞／h、30㎞／
hまたは 20㎞／hである。

⑷道路線形

　線形とは、道路の中心線が立体的に描く形状であり、平面的にみた道路中心線の
形状を平面線形、縦断的にみた道路の中心線を縦断線形という。平面線形は、直線、
円形、緩和曲線により構成され、緩和曲線には通常クロソイド曲線を用いる。道路
線形は、地形および土地利用との調和、および交通の円滑性、安全性、経済性、施工、
維持管理を考慮して決定する。

⑸曲線半径

曲線半径は、車道の屈曲部のうち緩和区間を除いた部分の中心線のことである。
曲線半径は、道路の設計速度に応じて定められる。例えば、設計速度 120㎞／h
に対する曲線半径は 710ｍ以上で 570ｍまで縮小できると定められている。

⑹車両制限

　車両制限は、車両制限令により、幅2.5ｍ以下、高さ3.8 ｍ以下、又は4.1m以
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下、長さ12ｍ以下、総重量 20トン以下（高速道路等25トン以下）、軸重10トン以下、
輪重5トン以下になっている。車両制限令を超える車両は特殊車両となり、道路管
理者の通行許可が必要となる。

⑺舗装・側帯の設計荷重

舗装は、安全で円滑な交通を図るため、道路面にアスファルト、セメント、石片、
ブロックなどを敷き並べたもので、車道、中央帯、路肩、自転車道および歩道は
舗装する。普通道路の車道および側帯の舗装は 49ｋＮの輪荷重を基準として設計
する。

⑻建築限界

建築限界は、図表 1- ４のように、車道、歩道、自転車道および自転車歩行車道
にあって、トンネル、橋、信号、植樹などの道路施設を設置できる限界の空間である。

図表 1- ４　建築限界

⑼片勾配

片勾配は曲線区間を安全に走行するためにつける横断勾配で、横すべり摩擦係
数、設計速度および曲線半径によって定められる。

⑽ボラード

①ボラードは、道路上の柵（車止め）の一種で、基礎には土中式、独立基礎、連
続基礎がある。

②N型ボラードは、車両の衝突に抵抗
できない柵である。高さ 0.85m以
下、間隔 1.0m以上。

③H型ボラードは、車両の衝突に抵抗
できる柵である。高さ 0.7m 以上
0.85m 以下、間隔 1.0m 〜 1.5m
以下。

図表 1-5　ボラード

ボラード
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⑾小型道路

大型車の迂回路が確保できる市街において、小型道路は、地形、市街化の状況そ
の他特別な理由により小型自動車などのみ通行の用に供する道路である。乗用車占
用道路ともいう。設計輪荷重 17ｋＮの小型自動車荷重により断面設計する。

⑿防護柵

防護柵として、車両の路外への逸脱を防止するために車両用防護柵を設け、歩行
者の車道への転落を防止するために高さ 1.1 ｍ以上の柵を設ける。また、横断を
防止すべき区間には、高さ 0.7 ｍ〜 0.8 ｍの歩行者自転車用柵を設置する。

　歩道や道路の路肩に設置される路側式の標識
は、歩道または路面からの高さ 1.8mを標準と
する。

標識令で定める高さ
① 案内標識 1.8m以上
② 警戒標識 1.0m以上
③ 規制標識 1.0m以上
④ 指示標識 1.0m以上
⑤ 補助標識 1.0m以上

確認テスト 道路構造用語

次の文章の空欄に、適切な用語または数値を記入せよ。

⑴計画交通量は、路線の将来の交通量の予測をするときに用いる 1日あたりの平
均交通量で、  ①     交通量は、重交通の 1日あたり一方向の交通量で舗装の
断面設計に用いる。

⑵道路の  ②     曲線には、通常クロソイド曲線が用いられる。

⑶車道と  ③     の断面設計には、輪荷重  ④    ｋＮを基準に行う。

⑷建築限界は、トンネル、信号、植樹などの  ⑤    施設を設置できる限界の空
間である。

⑸防護柵には、車両用防護柵と ⑥    とがある。

解答 ①舗装計画　②緩和　③側帯　④49　⑤道路　⑥歩行者自転車用柵

図表 1-5-2　路側式標識の設置高さ

⒀路側式標識の設置高さ

25 ㎝以上

標準 180㎝

歩道等 車道等
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